
平成２１年７月５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１６３( １ )

６
月
16
日
（
火)

〜
17
日
（
水
）
に
、
ふ

れ
あ
い
仲
間
づ
く
り
旅
行
を
行
な
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
参
加
者
25
名
、
社
会
福
祉
協
議

会
大
舘
会
長
、
町
福
祉
保
健
課
斉
藤
保
健
師
、

事
務
局
２
名
の
合
計
29
名
で
、
茨
城
県
の
五

浦
温
泉
「
五
浦
観
光
ホ
テ
ル
別
館
大
観
荘
」

に
宿
泊
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
日
本
三
名
瀑
の
一
つ
「
袋
田

の
滝
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

新
し
く
出
来
た
「
新
観
瀑
台
」
か
ら
見
え

る
目
の
前
の
滝
に
、
皆
さ
ん
見
と
れ
て
い
ま

し
た
。

二
日
目
は
「
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
・
大
洗
」

で
水
族
館
を
見
学
し
た
り
、
大
き
な
プ
ー
ル

で
行
な
わ
れ
た
「
イ
ル
カ
・
ア
シ
カ
シ
ョ
ー
」

を
見
て
、
皆
さ
ん
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

天
気
予
報
が
あ
ま
り
良
く
な
く
て
、
心
配

し
ま
し
た
が
、
雨
に
降
ら
れ
る
事
も
無
く
、

少
し
暑
い
ぐ
ら
い
の
天
候
に
な
り
、
大
変
良

い
旅
行
が
出
来
ま
し
た
。

ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ん
、
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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平成２１年７月５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１６３( ２ )

１．事業報告

介護保険制度における地域密着型サービスの創設、障害者自立支援法による障害者の地域生

活への移行、更には、医療制度における在宅医療の推進など、制度・施策の流れは地域社会・

地域福祉に指向しています。また、社会福祉の供給主体は多様化が進んでおり、社会福祉法人

に限らず、株式会社、医療法人、ＮＰＯ法人などが積極的に居宅サービスを中心としたサービ

スの担い手として参入しています。昨年秋以降の世界的な金融危機と経済の悪化は、雇用の創

出等に大きな影響を及ぼしていますが、社会福祉分野における人材確保は、引き続き困難な状

況にあります。このため、政府は緊急特別対策として介護報酬３％の引き上げを平成２１年度

から行い、介護従事者の処遇改善による人材確保を図り、質の高いサービスを安定的に提供し

ていくものとしました。

このような状況下、当法人においては平成１８年度に、自立した法人経営を行うため「運営

検討委員会」で短中期における経営指針をまとめておりますので、平成１９年度に引続き今年

度もその経営指針に基づいて事務事業の見直しを推進してきました。その結果、一定の成果が

得られたところであります。また、「やすらぎ・ふれあい・おもいやりのあるまち 奥多摩」

をキャッチフレーズとした地域福祉活動計画「やまびこ計画」につきましても、計画に沿って

事業の推進に努めてまいりました。

通所介護事業につきましては、介護保険法により要支援・要介護状態の方を対象に小規模事

業型で事業運営を行い、居宅介護支援計画に基づいた日中の介護サービスを提供してまいりま

した。

町からの受託事業の「筋力向上トレーニング事業」、「外出支援サービス事業」、「配食サー

ビス事業」につきましては、高齢者や障害者の方々が住みなれたこの地域で安心して暮らしが

維持できるよう、前年度に引続き事業を展開してまいりました。

また、ボランティア活動推進事業につきましても、養成研修として毎年行っております青少年

夏ボランティア体験学習、手話講習会、そして昨年度より新たに行いました点字講習会も実施

いたしました。

今まで町が管理しておりました福祉会館は、今年度から当法人が指定管理者の指定を受け、

運営してまいりました。会館利用者のインターネットによる予約状況の確認、電話による仮予

約の受付、利用料支払の簡素化等、サービスの向上に努めてまいりました。

引き続き役職員一丸となって、一人ひとりが住みなれた地域で、安心して暮らし続けていけ

る「地域福祉」を推進してまいりますので、関係行政機関等をはじめ、町民皆様のなお一層の

ご支援とご協力をお願い申し上げます。

以上、事業の概要について報告させていただきましたが、決算の概要については次のとおり

です。

平成２０年度 社会福祉協議会 事業・決算報告



平成２１年７月５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１６３( ３ )

科 目 合 計
法人運営
事 業

地域福祉
事 業

ボランティア
活動推進事業

生活福祉資
金貸付事業

介護事業 受託事業

収

入

会 費 収 入 4,312,000 3,220,776 597,408 493,816 0 0 0

寄 附 金
収 入

2,634,415 1,554,884 613,551 465,980 0 0 0

経 常 経 費
補助金収入

34,548,115 25,951,266 1,418,000 7,178,849 0 0 0

受 託 金
収 入 17,807,955 0 1,095,000 0 155,000 8,058,400 8,499,555

事 業 収 入 1,497,254 0 960,750 536,504 0 0 0

共 同 募 金
配分金収入

4,297,058 215,000 1,400,055 2,682,003 0 0 0

介 護 保 険
収 入

55,738,476 0 0 0 0 55,738,476 0

自立支援費
等 収 入 11,250 0 0 0 0 11,250 0

雑 収 入 6,424,709 6,326,019 10,000 40,850 0 47,840 0

受 取 利 息
配当金収入

520,980 190,876 64,808 211,848 0 53,448 0

経理区分間
繰入金収入 2,282,000 0 0 0 0 2,282,000 0

固 定 資 産
売 却 収 入

120,000 0 0 120,000 0 0 0

積 立 預 金
取 崩 収 入

4,936,758 4,936,758 0 0 0 0 0

合計(1) 135,130,970 42,395,579 6,159,572 11,729,850 155,000 66,191,414 8,499,555

支

出

人件費支出 89,081,624 36,682,385 562,500 6,336,288 0 39,421,588 6,078,863

事務費支出 10,715,888 2,425,219 305,605 926,681 92,000 5,210,577 1,755,806

事業費支出 22,861,142 2,368,948 2,875,251 1,503,100 63,000 13,833,946 2,216,897

助成金支出 1,214,000 0 1,214,000 0 0 0 0

会計単位間
繰入金支出 1,718,000 623,000 1,095,000 0 0 0 0

経理区分間
繰入金支出

2,282,000 2,282,000 0 0 0 0 0

固定資産取得支
出及び繰入支出

2,837,637 0 0 2,837,637 0 0 0

積 立 預 金
積 立 支 出

1,609,214 860,862 0 748,352 0 0 0

合計(2) 132,319,505 45,242,414 6,052,356 12,352,058 155,000 58,466,111 10,051,566

収支差引(1)-(2) 2,811,465 -2,846,835 107,216 -622,208 0 7,725,303 -1,552,011

前期末支払
資 金 残 高 37,068,827 18,308,512 2,019,360 1,130,873 0 14,058,071 1,552,011

当期末支払
資 金 残 高 39,880,292 15,461,677 2,126,576 508,665 0 21,783,374 0

（単位：円）

２．決算報告（資金収支）

(１) 一般会計
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（単位：円）

科 目

(２) 公益事業特別会計 (３)
歳末たすけあ
い 運 動 事 業
特 別 会 計合 計

ケ ア サ ポ ー ト
奥 多 摩 事 業

福祉会館管理事業

収

入

受 託 金 収 入 9,513,000 0 9,513,000 0

事 業 収 入 261,150 0 261,150 0

介 護 保 険 収 入 10,863,950 10,863,950 0 0

募 金 収 入 0 0 0 3,269,925

雑 収 入 57,400 7,700 49,700 253

受取人利息配当金収入 6,831 3,074 3,757 0

会計単位間繰入金収入 1,718,000 1,718,000 0 0

経理区分間繰入金収入 941,000 941,000 0 0

合 計 (1) 23,361,331 13,533,724 9,827,607 3,270,178

支

出

人 件 費 支 出 12,396,809 12,396,809 0 0

事 務 費 支 出 3,007,509 542,148 2,465,361 114,185

事 業 費 支 出 5,662,116 273,000 5,389,116 712,000

経理区分間繰入金 941,000 0 941,000 0

共 同 募 金 納 付 金 0 0 0 2,444,915

合 計 (2) 22,007,434 13,211,957 8,795,477 3,271,100

収支差引 (1)-(2) 1,353,897 321,767 1,032,130 -922

前期末支払資金残高 2,049,940 2,049,940 0 922

当期末支払資金残高 3,403,837 2,371,707 1,032,130 0



平成２１年７月５日 おくたま ふくし Ｎｏ．１６３( ５ )

～ 平 成 ２ １ 年 6 月 ２ ２ 日 ま で ( 敬 称 略 )

月 日 金 額 ご 主 旨 等 住 所 氏 名

3月31日 20,000円 福祉のために 留浦1200 ㈳奥多摩湖愛護会

3月31日 10,000円

長男、章男が医学を卒業出来た
事。3年間の授業69教科で臨床
検査技師免許の国家試験が受かっ
た事。国立の大学病院に就職出
来た事を記念して福祉に

小丹波507-3 小沢福治

4月13日 50,000円
亡母、正音様の生前謝意とし
て福祉のために

氷川328-1 小峰徳雄

4月13日 200,000円 福祉のために 匿 名

4月14日 25,811円 小銭を貯めて福祉のために 匿 名

4月15日 20,000円 定額給付金を福祉のために 川井455 福田ノブ子

4月22日 50,000円
亡父、泰之助様の生前謝意と
して福祉のために

川井449 福田憲治

4月24日 10,000円 福祉のために 海沢473 村木宮蔵

5月 7日 17,580円 福祉のために 匿 名

5月11日 30,000円
亡夫、康雄様の生前謝意とし
て福祉のために

境904-3 島崎克子

5月13日 100,000円
亡母、ミヤ様の生前謝意とし
て福祉のために

棚澤469 金子克弘

5月21日 2,000円 福祉のために 氷川1488-2 橘川悦子

5月26日 31,200円
ダム供養の浄財を福祉のため
に

立正佼成会西多摩教会
青梅第三支部

5月28日 20,000円 福祉のために 棚沢486 清水武司

6月 7日 60,470円
第28回チャリティー歌謡祭の
収益を福祉へ

奥多摩なつめろ会

6月12日 100,000円
亡母、キミ子様の生前謝意と
して福祉のために

小丹波33 柴田昌司

6月18日 5,000円 福祉のために 境945 望田 豊

6月22日 27,600円
第32回住宅デーの収益金を福
祉のために

東京土建西多摩支部奥多
摩第1分会
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月 日 品 物 住 所 氏 名

4月16日
尿取りパット・オペラグラス・未使用図
書カード

氷川84-2 岡部由美子

5月 1日 ほうれん草 2.2㎏ 匿 名

5月 7日 電動ベッド・紙オムツ・衣類
入間市宮寺1894
-6

桜井 厳

6月 3日 タオル 33枚 川井193 藤野キミ

6月 3日 タオル21枚、下着15枚 匿 名

6月 5日 キャベツ 15個 氷川775 杉山 初

５
月
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
、
日
本
赤
十
字
会
員
増
強
運
動
に
は
、
自
治
会
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
社
費
・
寄

付
を
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
社
費
・
寄
付
金
は
、
全
額
日
本
赤
十
字
社
東
京

都
支
部
へ
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自治会名
社 費 寄付金 合 計

件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額

川 井 145 98,500 9 5,700 154 104,200

大 丹 波 114 82,058 19 6,550 133 88,608

梅 沢 54 37,500 2 1,000 56 38,500

丹 三 郎 61 36,000 8 2,300 69 38,300

小 丹 波 285 176,500 22 12,800 307 189,300

棚 沢 185 118,275 5 2,000 190 120,275

白 丸 45 25,000 1 100 46 25,100

大 氷 川 150 96,500 12 6,400 162 102,900

常 磐 106 79,500 7 4,000 113 83,500

長 畑 70 40,500 5 2,500 75 43,000

南 氷 川 87 55,000 4 3,000 91 58,000

栃 久 保 142 91,000 7 3,550 149 94,550

大 沢 28 14,500 0 0 28 14,500

日 原 48 30,500 3 1,200 51 31,700

海 沢 113 68,000 22 12,000 135 80,000

境 53 33,500 0 0 53 33,500

中 山 33 25,860 0 0 33 25,860

原 21 14,500 7 4,000 28 18,500

川 野 19 27,500 0 0 19 27,500

留 浦 14 11,500 1 500 15 12,000

峰 谷 48 28,000 0 0 48 28,000

合 計 1,821 1,190,193 134 67,600 1,955 1,257,793
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任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
々
が
理
事
・
監
事

に
就
任
（
全
員
再
任
）
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

任
期

平
成
21
年
６
月
13
日

〜
平
成
23
年
６
月
12
日

会

長

大
舘

眞

副
会
長

佐
藤

泰
信

副
会
長

齊
藤

次
男

常
務
理
事

大
野

尚

理

事

小
沢

大

〃

堀
口

光
代

〃

鈴
木

ア
ツ
子

〃

山
下

更
正

〃

師
岡

さ
と
子

〃

浅
見

奉
功

〃

神
田

千
代
子

〃

大
澤

健
男

〃

髙
橋

邦
男

監

事

村
木

順
一

〃

河
村

昉
可

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
々
が
評
議
員
に
就

任
（
全
員
再
任
）
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

任
期

平
成
21
年
６
月
３
日

〜
平
成
23
年
６
月
２
日

原
島

一
夫

小
峰

眞
子

原
島

け
い
子

大
野

利
明

山
宮

正
明

原
島

富
子

清
水

葉
子

堀
口

久
雄

大
澤

五
百
子

清
水

徳
雄

小
峰

百
合
子

相
田

恵
美
子

牧
野

末
廣

大
野

琢
三

渡
邊

幸
治

山
﨑

介
司

原
島

泰
弘

牧
野

綾
子

森
田

伸
生

奥
平

周
二

天
野

好
夫

杉
村

誠
二

小
澤

俊
雄

清
水

善
太
郎

小
峰

榮
次

師
岡

智

須
崎

眞

【
役
員
の
選
任
】

【
評
議
員
の
選
任
】

今
年
で
十
一
回
目
と
な
る
西
多
摩
障
害
者
絵
画

展
は
、
西
多
摩
地
区
（
青
梅
市
・
羽
村
市
・
福
生

市
・
あ
き
る
野
市
・
瑞
穂
町
・
日
の
出
町
・
奥
多

摩
町
・
檜
原
村
）
に
お
住
ま
い
の
障
が
い
者
の
方
々

の
絵
画
を
一
堂
に
展
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
西
多

摩
地
区
の
人
々
と
の
交
流
を
図
り
、
ま
た
障
が
い

者
の
隠
れ
持
つ
芸
術
感
性
の
よ
り
一
層
の
発
展
を

期
待
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
ま
す
。

皆
様
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
来
館
下
さ
い
。

●
開
催
期
間平

成
21
年
９
月
１
日
（
火
）
〜

平
成
21
年
９
月
13
日
（
日
）

●
会

場奥
多
摩
町
立
せ
せ
ら
ぎ
の
里
美
術
館

●
開
催
時
間午

前
10
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

●
入

場

料

無
料

●
主

催西
多
摩
地
区
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

奥
多
摩
町
教
育
委
員
会

西
多
摩
障
害
者
絵
画
展
が

開
催
さ
れ
ま
す

【
職
員
の
退
職
】

町
派
遣
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

木
住
野

誠
子

退
職
年
月
日

平
成
21
年
６
月
30
日
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社会福祉協議会では、町内で福祉に関すること、又は青少年育成若しくは、住民の健康づくり

を目的に活動している団体を対象とし、公募により助成を希望する団体を募り、団体活動の発展

に寄与する「まごころ助成事業」の募集を行います。

○対象事業：助成の対象となる事業は、単年度で完了する事業とし、団体の経常的な運営費は

対象外となります。

①福祉向上又は青少年育成若しくは住民の健康づくりを目的とした事業であること

②明確な企画（目的・内容・資金使途）であること

③先駆的・開拓的、緊急性の高いもの及び効果・影響等が期待できるもの

○助成金額：総額 １５万円（１団体への助成金額は、概ね５万円以内とします）

○募集期間：７月１日から７月３１日まで

○申込方法：福祉会館、文化会館、保健福祉センターに申請書類・募集要項を置いてありますの

で、必要な書類を添えて社会福祉協議会へお申し込み下さい。（社協ホームページ

http:www.okusyakyo.or.jp/からダウンロードもできます）

○審査・交付：審査委員会において助成団体及び助成金額を決定し、８月中旬頃に決定通知をお

送りいたします。その後、交付に関する書類のご提出をいただき、９月上旬頃に

助成金を交付いたします。（申請いただいた団体及び希望助成金額が交付される

とは限りませんので、予めご了承下さい）

○申込お問い合わせ：社会福祉協議会 電話 ８３－３８５５

６月７日(日）福祉会館で、奥多摩なつめろ会に

よるチャリティー歌謡祭が行なわれました。

大勢の方々により、歌や踊りが披露され、この

収益金「６０，４７０」円を当社会福祉協議会に

ご寄付していただきました。

このご寄付は、町内の福祉事業に活用させてい

ただきます。

大変ありがとうございました。

◄写真 なつめろ会濱野会長(中央)から、寄付金を

受け取る社会福祉協議会大舘会長(右）
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６
月
21
日
（
日
）
に
町
内
三
つ
の
会
場
で
、
東
京

土
建
西
多
摩
支
部
奥
多
摩
第
一
・
第
二
分
会
に
よ
る

第
32
回
住
宅
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
住
宅
デ
ー
で
は
、
「
地
元
建
築
職
人
が
地
域

に
奉
仕
す
る
一
日
」
と
し
て
、
定
額
料
金
で
の
包
丁

研
ぎ
、
ま
な
板
削
り
、
住
宅
相
談
等
が
行
わ
れ
、
そ

の
収
益
金
を
福
祉
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
社
会
福
祉

協
議
会
に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

→
包
丁
研
ぎ
（
文
化
会
館
前
）

奥
多
摩
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で
は
、
６
月
22
日

（
月
）
・
23
日
（
火
）
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

や
会
員
の
御
家
族
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
会
員
21
名
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
職
員
７
名
、
御
家
族
の
付
き
添
い
３

名
、
計
31
名
で
「
静
岡
県
奥
浜
名
湖
温
泉
」
へ
会
員
一

泊
親
睦
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

バ
ス
は
リ
フ
ト
付
き
で
、
車
イ
ス
で
の
乗
り
降
り
も

楽
に
で
き
、
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
は
東
京
都
障
害
者
休
養

ホ
ー
ム
事
業
を
利
用
し
、
「
か
ん
ぽ
の
宿
・
浜
名
湖
三

ケ
日
」
へ
泊
ま
り
ま
し
た
。

初
日
は
、
「
掛
川
花
鳥
園
」
に
て
、
満
開
の
花
の
中

で
オ
オ
ハ
シ
、
イ
ン
コ
、
フ
ク
ロ
ウ
な
ど
、
様
々
な
鳥

と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
の
宴
会
で
は
、
美
味
し
い
料
理
で
舌
鼓
を
打

ち
、
カ
ラ
オ
ケ
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
「
航
空
自
衛
隊
浜
松
広
報
館
」
に
て
、

迫
力
満
点
の
大
ス
ク
リ
ー
ン
で
航
空
機
の
映
像
を
観
賞

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
戦
闘
機
や
装
備
品
な
ど
を
見
て
、

触
れ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

初
日
は
雨
に
降
ら
れ
ま
し
た
が
、
二
日
目
は
好
天
に

恵
ま
れ
、
と
て
も
楽
し
い
旅
行
と
な
り
、
会
員
の
親
睦

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
民

生
児
童
委
員
協
議
会
、
杉
の
実
会
、
町
福
祉
保
健
課
の

皆
様
へ
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▲静岡県掛川市「花鳥園」にて

▲航空自衛隊浜松広報館にて
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毎
年
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
、
羽
村
特

別
支
援
学
校
に
よ
る
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま

す
。こ

の
夏
祭
り
は
障
害
者
と
地
域
住
民
と
の

交
流
、
障
害
者
へ
の
理
解
を
広
げ
て
い
く
た

め
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
来
場
下
さ
い
。

日

時

７
月
18
日
（
土
）

午
前
11
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分

（
雨
天
実
施
）

会

場

羽
村
特
別
支
援
学
校

中
庭

（
雨
天
時

体
育
館
）

概

要

模
擬
店
・
ゲ
ー
ム
・
和
太
鼓
・

バ
ン
ド
等

参
加
費

無
料

主

催

東
京
都
教
育
委
員
会

障
都
連

企
画

羽
村
特
別
支
援
学
校

運
営

夏
祭
り
実
行
委
員
会

◎
お
問
合
せ

羽
村
特
別
支
援
学
校

夏
祭
り
実
行
委
員
会

℡
０
４
２
‐
５
５
４
‐
０
８
２
９

羽
村
市
五
ノ
神
３
１
９
‐
１

東
京
都
共
同
募
金
会
の
第
二
次
Ａ
配

分
（
１
８
７
万
円
）
を
受
け
、
地
域
福

祉
事
業
の
一
環
と
し
て
行
な
っ
て
い
ま

す
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
及
び
障
害
者

団
体
な
ど
が
行
な
う
各
種
行
事
の
送
迎

用
（
多
目
的
）
車
両
を
、
６
月
に
購
入

い
た
し
ま
し
た
。
（
写
真
）
こ
の
車
は

８
人
乗
り
で
、
オ
ー
ト
ス
テ
ッ
プ
と
大

型
手
す
り
と
ア
シ
ス
ト
グ
リ
ッ
プ
を
装

備
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
高
齢
者
や

体
の
不
自
由
な
方
に
や
さ
し
い
車
で
、

大
事
に
使
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

早
速
、
指
圧
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

を
、
福
祉
会
館
か
ら
福
祉
施
設
ま
で
お

送
り
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
指
圧
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
は
、
奥
多
摩
奉
仕
会

の
皆
様
で
、
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
を
始
め
、
町
内
の
老
人
ホ
ー
ム

等
へ
出
向
き
、
セ
ン
タ
ー
の
ご
利
用
者

へ
指
圧
の
無
料
奉
仕
を
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
老
人
ホ
ー
ム
で
指
圧
を

受
け
た
方
に
お
話
を
伺
う
と
、
指
圧
が

気
持
ち
良
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

真
心
が
こ
も
っ
て
お
り
毎
月
、
毎
月
、

指
圧
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
来
ら
れ

る
の
が
、
本
当
に
楽
し
み
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
お
り
ま
し
た
。
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〒198-0212 西多摩郡奥多摩町氷川1,111

電 話 0428-83-2761 FAX 0428-83-2774

E-mail:zaitaku@okusyakyo.or.jp

４月 御岳園地へお花見に行きました。（写真）

毎年、担当者を悩ますことが、桜の開花時期に合わせて、お花見の行事の予定をたてる

ことです。

今年の桜の開花情報を調べると、東京では３月２０日ごろであるとのこと、七分咲きか

ら満開までが当たりとすると、当初、３月３０日からの３日間を予定していました。東京

地方の開花宣言が出されてから、来る日

も、来る日も、気温が上がらず、桜前線

は山を駆け上がってきません。このまま

では、寒くて、お花見どころか、外へ出

ることも危ぶまれます。急遽、一週間ほ

ど予定を繰り下げお花見を実施しました。

日程を変更してこれが大正解。３日間

のお花見は、七分から満開までの最高の

タイミング、春麗らかな陽射しのもとで、

お花見を満喫できました。

５月 菖蒲湯

５月５日は端午の節句です。この日は別名、菖蒲の節句とも言い、もともとは厄除け、

魔よけの行事が行われる日でした。現在のように男の子の節句になったのは、「菖蒲」の

音が「勝負」や「尚武」に通じることからだと言われています。この菖蒲の節句は、菖蒲

をお風呂に入れて菖蒲湯にする風習がもっとも身近なようで、当センターでも一週間にわ

たり湯船に菖蒲を浮かべ、香りを楽しんでいただきました。

６月 買い物ツアー

６月４日・５日は「買い物ツアー」と題して、福祉会館を発進基地にして午後から氷川

の商店街へ出かけることとしました。あいにく５日は雨天のため中止になりましたが、ご

利用者の皆様には、好評をいただきました。身近な商店街ですがご利用者のお話をうかが

うと「なかなか買い物に出かける機会がなく、こうして安心して外へでることは少ないの

よ」とのことでした。街中を車イスでかっ歩するので、職員だけでは人手が足りず、民生・

児童委員の方々にご協力をいただき、実施することができました。この場を借りてお礼申

し上げます。
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ボ ラ ン テ ィ ア 通 信
ボランティア・センターおくたま

社会福祉法人
奥多摩町社会福祉協議会
〒198-0212奥多摩町氷川199

（福祉会館１階）

電 話:(0428)83-3883
電 話:(0428)83-3855
ＦＡＸ:(0428)83-2567
E-mail:borasen@okusyakyo.or.jp

Ｎｏ．59
開所時間

月曜～金曜

午前8時30分～

午後5時30分

４月18日（土）福祉会館に於いて、第11回福

祉バザーが盛会に開催されました。

今年も、町民皆様から多くの物品を提供して

いただき改めて感謝申し上げます。

バザー当日は、天候にも恵まれ、開場前から

長蛇の列ができ、たくさんの方がお友達や、親

子で、ご夫婦で、ご家族そろって、買い物に来

られました。

また、駐車場ではボランティア団体による模

擬店も開かれ、さらにバザーを盛り上げていた

だきました。

なお、バザー・模擬店の収益金については、

ボランティア活動事業のより一層の充実を図る

ためにボランティア基金に充てられます。

バザー終了後には片倉和彦ボランティア・セ

ンター運営委員長の進行により「ボランティア

の集い」を開催し、ゲームなどが行われボラン

ティア相互の親睦が図られました。

おわりに各自治会をはじめ多くのボランティ

アの皆様には、物品の取りまとめ、収集、陳列、

値付けなどの準備からバザー当日までご支援、

ご協力を賜りましたことに改めて感謝申し上げ

ます。

→
模
擬
店
に
て
、
う
ど
ん
を
作
っ

て
い
た
だ
い
た
ト
ミ
ヨ
会
の
皆
様

↑バザー会場の様子

バザー売上 475,460円

模擬店売上 77,609円

合 計 553,069円

物品点数 2,714点

ボランティア延べ参加者数 138名

→
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
の
様
子
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～６月２６日まで

《 使 用 済 切 手 ・ テ レ カ 》
岡 部 誠 様 清 水 徳 雄 様 岡 部 由 美 子 様

盛 田 正 輝 様 鈴 木 ア ツ 子 様 岡 部 千 鶴 子 様

市 川 晃 様 望 田 千 恵 子 様 牧 野 博 行 様

小 丹 波 Ｋ ． Ｓ 様 安 藤 サ エ 子 様 奥 多 摩 工 業 ㈱ 様

水 香 園 様 奥多摩さかな養殖センター 様 町 総 務 課 様

Ｍ ＆ Ｃ 様 ㈱ 泰 伸 様 大氷川食糧販売所 様

グリーンウッド奥多摩 様 匿 名 ３ 件

ボランティア養成事業の一環として、指圧講習会の受講生を募集しています。

指圧を学んでみたい方、初心者の方、年齢、性別は問

いませんので、お気軽にお申し込み下さい。

【期 日】平成２１年８月～平成２２年５月まで

の毎月第２月曜日（全１０回）

※但し、９月は２８日（月）

【時 間】午後１時～２時３０分

【会 場】福祉会館 和室

【受 講 料】無料 ※但し、初回のみテキスト代

１，２００円をご負担いただきます

【申込受付】７月３１日（金）まで

申し込み・問い合わせは、ボランティア・センターおくたまへ

皆様からお寄せいただいている使用済み切手とテレフォンカード類をスタンプ業者へ、

次の通り売却し、収入がありました。

（収集に１年半を要して、売却しております。）

・使 用 済 み 切 手 １０ｋｇ ６，０００円

・テレフォンカード類 １，０００円

切手の種類は問いません。

封筒からハサミで切り取る際は、傷つけないように切

手の周りを５mm～１cm余白を残して、切って下さい。

社協へお届けいただく際は、何枚からでもOKです。

ある程度まとまりましたら袋に入れてお届け下さい。

（枚数などは数えなくて構いませんが、切手が痛みますので、ホッチキスや輪ゴムな

どでまとめないようにお願いします）
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夏休みを利用して、ボランティア活動をしてみませんか！

下記内容をご確認いただき、お申込みください。

１．活 動 期 間 ７月下旬～８月下旬 夏休み期間（受入施設により異なります）

２．活 動 先 介護老人福祉施設・デイサービスセンター・知的障害者施設・保育園

３．参 加 対 象 都内在住でボランティア体験を希望される小学５年生以上の方

４．申 込 方 法 参加申込書に記入の上、提出して下さい（１８歳未満の方は保護者の同

意が必要です）

※参加申込書は、福祉会館、文化会館、保健福祉センターにあります

５．申込受付期間 ７月１日～７月１６日（土・日曜日は除く）

６．参 加 費 無料

７．お申し込み ボランティア・センターおくたま

お 問 合 せ

８．そ の 他 ○参加者説明会 ７月１８日（土）１０：００～

会場：福祉会館２階 会議室

※ボランティア活動の注意事項等がありますので、必ず参加して下さい。

○参加者反省会 ８月２９日（土）１０：００～

会場：福祉会館２階 会議室

ボランティア養成事業の一環として、６月から１２月上旬までの毎月、第１、第３、第５

木曜日の午後７時より、町福祉会館（ボランティア・センター）にて手話講習会が開催され

ています。

受講料は無料となっていますが、テキスト代１０００円ご負担いただきます。

手話に興味のある方、まずは見学だけでもしてみたい！という方、子どもから大人の方ま

で、どなたでも参加できますので、お気軽にお申込み下さい。

※申し込み・問い合わせは、ボランティア・センターおくたまへ


